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ロールプレイは，演習，実習がある医療教育において効果を発揮します。
傾聴を理解するため，患者さんや家族の気持ちを理解するため，身につけた
技術が活用できるかを確かめるため，さまざまなケースでロールプレイは用
いられています。いわゆるシミュレーションや体験学習の事例のなかにも，
ロールプレイと呼んでもいいものも珍しくありませんし，OSCE における模
擬患者の活用も，ロールプレイ以外の何物でもありません。

しかし，皆さんはロールプレイを｢教育方法｣としてきちんと認識し，取り
入れているでしょうか？ ｢ごっこ｣遊びの延長になっていないでしょうか？
自分が学生のときに授業で用いられたのをまねただけで，用いていないで
しょうか？

今回の特集は，ロールプレイの教育における本質をあらためて見直したう
えで，教員自身とプロの俳優にロールプレイを行っていただいた様子を映像
で紹介することによって，どこにポイントを置いて指導すれば，より効果が
あがるのかを再考する参考にしていただこうと組まれたものです。さらに，
ロールプレイを含む演劇が，看護教育にいかに役立つかも，演出家に語って
いただきました。人と接することを大事に考える看護は｢役割を演じる｣ロー
ルプレイとは，とても親和性があります。だからこそ，その本質と効果を理
解したうえで，教育に取り入れていただきたいと思います。

ロールプレイは，教員にも学生にも｢アクティブ｣で｢おもしろい｣もの。楽
しく有意義なロールプレイが広がることを期待しています。

（実際のロールプレイおよびフィードバックの様子は，963，964 ページの URL でご覧いただけます）
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